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1　事業の概要

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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２

３

事業番号 02 09 01 事業改善シート （29年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

現状

(予算編成時)

・三大都市圏及び県庁に移住専門の相談員を配置するとともに、民間事業者等と連携して移

住希望者が求める仕事と住まい等の情報を提供。

・県内市町村や他県等と連携し、都市圏において地方での暮らしをPRするイベントを開催。

・ホームページや雑誌、パンフレット等の媒体で情報発信。

29年度

決算額

59,182 千円

職員数 6.00 人

iju@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

プロジェクト 6 「誇りある暮らしの実現」、7 「活動人口増加」

施策の

総合的展開

2-1魅力ある地域の創造と発信

5移住・交流の推進

事　業　名 移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費

部局 企画振興部 課・室 楽園信州・移住推進室

実施期間 Ｈ15 E-mail

目指す姿

・大都市からの移住、二地域居住を促進し、移住・交流人口の拡大を図ることで、地域の活力を創出する。

・「日本創生のための将来世代応援知事同盟」13県と連携し、若い世代に地方暮らしの魅力を伝えるとともに、知事同盟の活

動を全国にアピールする。

・グリーン・ツーリズムの推進や農林業体験等を行う機会の創出及び「国際青少年農村交流宣言」の普及を通じて都市と農村

の交流を促進し、農山村の活性化を図る。

（主な実施内容：移住相談窓口の運営、都市圏における移住セミナー等のイベント開催　　など）

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度29年度29年度29年度 30年度30年度30年度30年度 指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況

予

算

額

前年度繰越 30,767 67,139 0 0

補正予算 81,585 5,139 0

1,274 達成

合計（A) 121,813 109,208 65,786 65,155

9,458

① 行政サポートによる移住者数（人） 927 1,074 1,000

当初予算 9,461 36,930 65,786 55,697 目標値 成果 達成状況

No
成果指標 27年度 28年度

29年度

Aの

財源

　一般財源 45,316 79,477 63,234 42,224

　国庫支出金 71,975 29,331 2,500

未達成

　県　債 0 0 0 0

② 移住者数（人) 1,386 2,084 2,450 1,908

7,510 未達成

　その他 4,522 400 52 11,173

11,758

③ 移住相談件数（件） 7,547 7,952 8,051

週末信州人等登録者数

（人）

― 13 150 112 未達成

 決　　算　　額（B） 46,766 93,248 59,182

④

概　算

人　件

費

 職員数（人） 3.50 3.50

都市農村交流人口（人） 604,427 624,909 600,000 622,241 達成⑤

120,947 107,794

6.00 6.00

113,767

 概算人件費 （Ｃ）
28,966 27,699 48,612 48,612

 概算事業費（B（A）+C） 75,732

成果指標

設定理由

①、⑤長野県総合５か年計画目標値であるため。

②、③、④長野県人口定着確かな暮らし実現総合戦略ＫＰＩの指標値であるため。

目標に対する

成果の状況

行政サポートによる移住者数については、市町村が大都市圏での移住相談会に注力するなど積極的な移住促進施策を行っ

た結果、目標を達成した。

三大都市圏や県庁での移住相談件数については、目標数には届かなかったものの、行政サポートによる移住者数に表われ

るように移住につながる相談を丁寧かつきめ細かく対応することができた。週末信州人等登録者については、広くセミナー等

で周知を図るとともに、二地域居住者に向けた案内を積極的に行い、Ｈ28年度からの累計では目標に達しなかったが、登録

者数を伸ばすことができた。都市農村交流人口については、ツアー等を通じて農村の魅力を発信するとともに、先進事例研

修会を通じ、市町村や地域団体が積極的に取組むよう啓発を行ったことで目標を達成した。

今後、事業を

どのようにし

ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

H２９年度に実施した「県民協働による事業改善」において、

「事業改善の必要有」が多数を占めた。他県との差別化を図

り、長野県を選んでもらう取組が必要などの意見が挙がった。

都市農村交流推進事業の充実等により交流人口やつながり

人口の拡大を図り、新たな移住希望者等の掘り起こしにつな

げるとともに、田舎暮らし「楽園信州」推進協議会を通じた官民

一体の移住施策に取り組む。

No

プロジェクト

細事業名 29年度　実施内容（実績）

職員数 29年度 30年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

06-02-03 農村交流活性化支援事業

地方暮らしの魅力を伝える「ふるさと交流カフェ」の首都圏

での開催や、実際に農村交流をする「ふるさと交流カフェ

ツアー」を県内で開催するとともに、市町村等を対象に研

修会を実施した。

0.30 2,700 1,460

07-03-01 移住・交流推進事業

県内外に移住相談窓口を設置し、移住等希望者に対する

きめ細かな相談を実施するとともに、市町村や民間事業者

等との連携によるセミナーの開催や地域への溶け込み支

援などを実施した。

4.50 60,086 54,853

07-03-01

「いいね！地方の暮らしフェ

ア」開催事業

「日本創生のための将来世代応援知事同盟」13県で若い

世代に地方暮らしの魅力を伝えるフェアを首都圏で開催し

た。（来場者数：3,133名）

0.20 3,000 2,869

合計 5.00 65,786 59,182 55,697

4,595

48,502

2,600
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

02 09 01

27年度 28年度

移住・交流推進事業

「移住コンシェルジュ」による地

域への溶け込み支援

直

接

・「移住コンシェルジュ」を対象とした研修会を開催

・移住希望者等へ向けて「移住コンシェルジュ」の情

報を発信

移住者等と地域住民とをつなぐ団体（市町村移住担当

窓口等）を「移住コンシェルジュ」として登録・紹介

し、移住者等の不安解消と地域への溶け込みを支援

計画通り

○

0 130 178 126 0 126 02-08-06

移住・交流推進事業 信州暮らし案内人の配置

直

接

・長野県への移住に係る相談や総合的な窓口として県

庁に信州暮らし案内人を配置

長野県への移住に係る相談や総合的な窓口として県庁

に信州暮らし案内人を配置

計画通り

○

0 3,210 3,207 3,280 0 3,171 7-3-1 2-1 3,280 〃

移住・交流推進事業

「楽園信州移住相談センター」運

営事業

直

接

・東京、名古屋、大阪、県庁へ移住推進員を配置

・広域単位で「楽園信州移住相談センター」を整備

三大都市圏の移住相談窓口に専任の相談員を配置する

とともに、県内広域単位での移住相談窓口の立ち上げ

を支援

計画未満

△

0 0 17,208 17,571 0 14,310 〃

移住・交流推進事業

ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援セン

ター（東京・大阪）連携事業

委

託

（東京）・資料ブース設置、相談員配置（２名）、

　　　　　事務所スペース開設

（大阪）・資料ブース設置

東京へ資料ブースの設置、相談員の配置及び専用相談

スペースを設置するとともに、大阪へ資料ブースの設

置及び出張相談を実施

（委託先）（特非）ふるさと回帰支援センター

計画通り

○

0 14,279 20,447 20,447 0 19,799 7-3-1 2-1 20,447 〃

移住・交流推進事業 Ｉターン促進事業

委

託

・「長野県Ｉターン登録制度」の運用

・Ｉターン信州（ＨＰ）の運用およびリニューアル

・就業相談、転職セミナー、個別面談会を実施

Ｉターン信州登録システムの改修、運用を実施すると

ともに、転職支援事業者と連携し、就業相談、転職セ

ミナー、個別相談を実施

（委託先）・（有）ケー・アンド・エフコンピュー

　　　　　　タサービス（Ｉターン信州登録システ

　　　　　　ム開発・保守）

　　　　　・イーキュア（株）（Ｕ・Ｉターン転職

　　　　　　支援事業）

計画通り

○

0 8,939 10,911 10,251 0 9,246 7-3-1 2-1 10,251 〃

移住・交流推進事業 中央４県合同移住フェアの開催

負

担

金

・中央日本４県（新潟県、長野県、山梨県、静岡県）

が連携して合同移住フェアを開催

首都圏からの近接性という共通の地理的条件を有する

４県が提供可能なライフスタイルの魅力をアピールす

る移住フェアを首都圏で開催

計画通り

○

0 0 599 549 0 364 〃

移住・交流推進事業 「信州で働くフェア」開催事業

直

接

・部局連携により移住希望者が信州で働くための情報

を一堂に集めたイベントを開催

就農、就林、起業・創業等、長野県でできる仕事の情

報を長野県での暮らしと一体的に発信するフェアを首

都圏で開催

計画通り

○

0 0 3,294 3,294 0 3,269 〃

移住・交流推進事業

田舎暮らし「楽園信州」推進協議

会事業

負

担

金

・会員市町村等と連携したセミナーの開催

・「楽園信州応援企業」の登録や移住者交流会の開催

等による受入れ体制の充実

・市町村と連携し、移住者捕捉アンケートを実施

会員市町村等と連携したセミナーの開催、移住応援企

業等受入体制の充実や移住ポータルサイトによる情報

発信等、市町村と一体的な移住施策を実施

計画通り

○

2,439 5,120 5,749 4,568 0 4,568 7-3-1 2-1 857 〃

移住・交流推進事業

信州のライフスタイルに関する調

査研究

　 ― ― ― 0 0 4,000 0 0 0 〃

移住・交流推進事業 しあわせ信州なでしこ移住カフェ ― ― ― 5,799 4,140 0 0 0 0 〃

「いいね！地方の暮らしフェア」

開催事業

「いいね！地方の暮らしフェア」

開催事業

負

担

金

・「日本創生のための将来世代応援知事同盟」13県と

連携し、若い世代に地方暮らしの魅力を伝えるイベン

トを開催

「日本創生のための将来世代応援知事同盟」13県で若

い世代に地方暮らしの魅力を伝えるフェアを首都圏で

開催（来場者数：3,133名）

計画通り

○

0 0 3,000 3,000 0 2,869 02-08-13

農村交流活性化支援事業

「国際青少年交流農村宣言」推進

事業

委

託

・市町村や農村体験実践者との連携により、都市圏の

住人を対象に地方暮らしの魅力を発信

・農村体験受入側への研修の開催

地方暮らしの魅力を伝える「ふるさと交流カフェ」の

首都圏での開催や、実際に農村交流をする「ふるさと

交流カフェツアー」を県内で開催するとともに、市町

村等を対象に研修会を実施

（委託先）長野県観光機構（ふるさと交流カフェツ

　　　　　アー）

計画通り

○

1,223 1,112 2,700 2,700 0 1,460 02-08-07

　

　

　

9,461 36,930 71,293 65,786 0 59,182 34,835

1

H29

・市町村及び

田舎暮らし

「楽園信州」

推進協議会と

の連携を強化

・ＳＮＳや雑

誌等のメディ

アを活用した

魅力のＰＲ

合　　　　計合　　　　計合　　　　計合　　　　計

予算

(千円)

実施

年度

主な点検

区分結果

当初

(千円)

補正

(千円)

決算

(千円)

番　号

事業番号

事　業　名事　業　名事　業　名事　業　名

総合5か年計画 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費

□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

備　考

(H28事業

番号)

部局 企画振興部 地域振興課楽園信州・移住推進室課・室

施策の

総合的

展開

細事業

No

29年度

実施

状況

県民協働事業改善

細事業名 項目

実

施

方

法

29年度　実施内容（予定）

29年度

29年度　実施内容（実績）

当初

(千円)

当初

(千円)

要求

(千円)

1

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1


